
2017年度 第６期
iCD（ｉコンピテンシ ディクショナリ）活用

ワークショップ／実施報告会

一般社団法人コンピュータソフトウェア協会

人材委員会 副委員長 理事

iCD研究会 主査

（株）インフォテック・サーブ

代表取締役 木田徳彦



Agenda
15:00～15:40 ｉＣＤの概要と

活用ワークショップの実施内容

（15:40～15:50 休憩）

15:50～17:00 参加企業による
ワークショップ評価及び感想

17:00～17:30 iCDの最新情報と今後の活動について
・iCD活用認証制度
・iCDコミュニティ
・第７期ワークショップ参加企業募集
・iCD協会の設立 等

質疑応答
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会 ⻑︓荻原 紀男（おぎわら のりお）
／株式会社豆蔵ホールディングス 代表取締役社⻑

会員数：548社・団体（うち正会員440社／平成29年６月現在）

一般社団法人コンピュータソフトウェア協会（略称：CSAJ）

はじめに
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人材委員会

委員長 ：山本祥之（株式会社インテリジェントウェイブ 代表取締役社長）
副委員長：木田徳彦（株式会社インフォテック・サーブ 代表取締役）

ｉＣＤ研究会

主査：木田徳彦
株式会社インフォテック・

サーブ
代表取締役

人材育成研究会

主査：冨田伸一郎
株式会社ウチダ人材開発

センタ
常務取締役

2017年（平成29年）度のCSAJ人材育成関連組織

健康経営推進研究会
（旧名称：メンタルヘルス研究会）

主査：金成葉子
株式会社シーシーダブル

代表取締役社長

はじめに

地方創生IoT支援研究会

主査：近森 満
株式会社サートプロ

代表取締役CEO
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【2012年】 ①第１期CCSFワークショップの推進(６社)

【2013年】 ①第２期CCSFワークショップの推進(３社)
②CCSFコミュニティの創設と運営（５回/年）

【2014年】 ①第３期iCDワークショップの推進(４社)
②ｉＣＤコミュニティの運営（２回/年）
③他団体のワークショップの後援・支援（愛知県情産協，神奈川県情産協）
④マネジメントタスクの作成

【2015年】 ①第４期iCDワークショップの推進(３社)
②ｉＣＤコミュニティの運営（２回/年）
③他団体のワークショップの後援・支援（愛知県情産協）
④エデユケーションタスクの作成
⑤ｉＣＤ活用認証制度の推進

これまでのｉＣＤ関連の活動（1）

iCD活用ワークショップ
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【2016年】 ①第５期iCDワークショップの推進(４社)
②ｉＣＤコミュニティの運営（２回/年）
③他団体のワークショップの後援・支援（青森県情産協）
④コールセンタータスクの作成
⑤ｉＣＤ活用認証制度の推進
⑥ｉＣＤタスクフォース参加

【2017年】 ①第６期iCDワークショップの推進(５社)
②ｉＣＤコミュニティの運営（５回/年）
③他団体のワークショップの後援・支援（JASA東京・大阪，JUAS）
④ｉＣＤ活用認証制度の推進
⑤ｉＣＤ協会（仮称）設立に向けた委員会・WGへの参加

これまでのｉＣＤ関連の活動（２）

iCDコミュニティ
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３スキル標準の改訂と展開

2017年6月20日 i コンピテンシ ディクショナリ2017公開！

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

ITSS

ETSS

2013 2014

CCSF

i コンピテンシ ディクショナリ

2015 2016 2017

初版 Ver.2 Ver.3 Ver.3 2011

初版 ETSS2008

第一版

追補版

試用
版

2015/6/30

2014/7/31 2015

2016/6/6

2016

UISS 初版 Ver.2 Ver.2.2

ｉＣＤ（ｉコンピテンシディクショナリ）の概要（１）
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i コンピテンシ ディクショナリとは？
各組織が人材育成について検討／見直しをする際、自組織の戦略に合わせて自由に抽出して

使えるよう、各スキル標準などの様々な体系が持つコンテンツを、「タスクディクショナリ」
「スキルディクショナリ」の２つのディクショナリとして標準化・一元化したもの

スキル
ディクショナリ

タスク
ディクショナリ

「“仕事”を定義」
求められる機能や役割を「課される

“仕事”」として定義したもの

「“仕事”遂行のための素養」
タスク（課される“仕事”）を支える

能力（スキルや知識）を整理したもの

＝

＝

紐づけ

I

U

E

I

U

E

ITSS

ETSS

UISS

I

U

E

I

U

E
標準化・一元化

標準化・一元化

・・・タスク ・・・スキル

参照元
プロセス体系

参照元
知識体系

・CCSF追補版
・SLCP-JCF2013
・ITIL® （※）

etc.

・情報処理試験
・PMBOK ®

・BABOK®

・REBOK®

・SABOK
・SQuBOK®

etc.

ｉＣＤ（ｉコンピテンシディクショナリ）の概要（２）
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「課される“仕事”」：組織、個人に求められる機能や役割。 4階層のモデルで整理、体系化したもの。

1) ITビジネスにかかわる主要プロセス体系（右欄：参照元）との参照性を高め、MECEに整理
2) ビジネスモデル、業態、開発手法等の観点で、必要なタスクセットをモデル化（タスクプロフィール）
3) 個人がタスク遂行実績を評価する項目（評価項目：約4,400項目）を付加
4) 企業単位での利便性を考慮し、「営業業務」「総務・経理・人事」などの業務タスクを追加（協力：CSAJ、FISA）

特色
・CCSF（第一版・追補版）
・SLCP-JCF 2013
・ESPR Ver.2.0   
・ITIL® 2011 Edition ほか

定義

参照元

タスク大分類 タスク中分類 タスク小分類 評価項目

・・・

・・・

・・・

56分類 約380分類 約1,200分類 約4,400項目

・・・
・・・

・・・

タスクディクショナリ（１）
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事業戦略把握・策定⽀援ST02

IT製品・サービス戦略策定ST03

IT戦略策定・実⾏推進PL01

システム企画⽴案PL02

システム要件定義・方式設計DV01

運用設計DV02

移⾏設計DV03

アプリケーションシステム開発DV05

基盤システム構築DV04

ソフトウェア製品開発DV06

組込みソフトウェア開発DV07

Webサイト開発DV08

システムテストDV09

移⾏・導⼊（システムリリース）DV11

ソフトウェア保守DV12

ハードウェア・ソフトウェア製品導⼊DV13

ファシリティ設計・構築DV14

サービスデスクUS01

IT運用コントロールUS02

システム運用管理US03

Webサイト運用管理US04

ファシリティ運用管理US05

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

DV

15

US

06

システム評価・改善EV01

IT戦略評価・改善EV02

IT製品・サービス戦略評価・改善EV03

事業戦略評価⽀援・改善⽀援EV04

資産管理・評価EV06

ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
1

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
3

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
4

契
約
管
理

M
C
0
5

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

M
C
0
6

人
的
資
源
管
理

M
C
0
7

内
部
統
制
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

M
C
0
8戦

略

企
画

開
発

利
活
用

評
価
・
改
善

計画・実⾏ 管理・統制 推進・⽀援

マ
｜
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
｜
ル
ス

C
M
0
1

再
利
用

C
M
0
2

調
達
・
委
託

C
M
0
3

標
準
の
策
定
・
維
持
・
管
理

C
M
0
4

新
ビ
ジ
ネ
ス
・
新
技
術
の
調
査
・
分
析
と
技
術
⽀
援

C
M
0
5

デ
｜
タ
利
活
用

C
M
0
6

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
監
査

M
C
0
9

事業戦略策定ST01

事業戦略評価・改善EV05

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
2

新
た
な
価
値
創
造
に
よ
る
新
規
製
品
・
サ
｜
ビ
ス
開
発

※1

C
M
0
7

営
業
業
務

※1

S
P
0
1

総
務
・
人
事
・
経
理

S
P
0
2

その他業務

セキュリティテストDV10

エ
デ
ュ
ケ
｜
シ
ョ
ン

S
P
0
3

U
I
デ
ザ
イ
ン

PL

03

コ
｜
ル
セ
ン
タ
｜

I
o
T
シ
ス
テ
ム
・
サ
｜
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

※1

S
P
0
5

S
P
0
4

セキュリティ領域 ※1、※2EX01

データサイエンス領域EX02

専門領域

※1 他タスクと重複するタスク中分類、タスク小分類、評価項目を含んでいるタスク大分類
※2 情報処理安全確保⽀援⼠（登録セキスペ）の役割として想定するタスク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
｜
ビ
ス

タスクディクショナリ（２）
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タスクディクショナリ（３）
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1) IT業務に必要なスキルと知識を、主要な参照元の知識項目に基づき網羅的に構造化して提示
2) スキルカテゴリは、「テクノロジ」「メソドロジ」「関連知識」「ITヒューマンスキル」「企業固有スキル（ユーザ領域）」の

5分類から構成
3) 情報処理試験「〔午前の試験〕出題分野」に準じた整理体系

特色

定義
「タスク遂行のための素養」：タスクを支える能力（スキルや知識）を体系化したもの。
スキル3階層と知識項目から構成される。

スキルカテゴリ スキル分類 スキル項目 知識項目

・・・

・・・

・・・

5分類 84分類 約460分類 約10,000項目

・・・

・・・
・・・

参照元 小分類数 知識項目数

情報処理試験 100 691

ITSS 656 2,822

ITS 78 359

UISS 55 1,302

ETSS 47 273

J07 167 2,844

BABOK
® 14 163

CBK 10 51

ITIL
® 78 381

PMBOK
® 10 47

REBOK
® 18 97

SABOK 14 123

SQuBOK
® 88 802

SWEBOK 45 301

SSUG 8 37

SecBoK 58 840

CAIS_BOK 8 78

合計 1,557 13,836

参照元

注）参照元より抽出した小分類、
知識項目は各々の重複を整理した
ため、スキルディクショナリ上の数は
減っている

… … …

スキルディクショナリ（１）
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スキルディクショナリ構成図

スキルディクショナリ（２）
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タスクとスキルの関係

タスク × スキル 対応表 （抜粋）
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あるべき姿

タスクA

タスクB

タスクC

【導入手順概念図】

・
・
・

評価項目a1
評価項目a2
評価項目a3

評価項目b1
評価項目b2
評価項目b3

評価項目b5
評価項目b4

評価項目c1
評価項目c2

タスクD
評価項目d1
評価項目d2
評価項目d3

・
・
・

対
象
領
域 対

象
領
域

対
象
領
域

役
割
Ⅰ

役
割
Ⅱ

役
割
Ⅲ

・・・

どうやって
実現するか？

タスク診断

１

2

ビジネス目標達成に必要な組織や
要件の洗い出し。
成果物：『自社要件定義』

タスクの役割分担を定義。
成果物： 『役割レベル設定 等』

ビジネス目標達成のために必
要なタスクを定義。
成果物： 『自社タスク定義』

タスク診断に必要な情報を定義し、
診断ツールに反映。
成果物： 『タスク診断条件設定』

診断ツールで診断した結果を
確認。
成果物： 『現状分析結果』

タスクを実行するための詳細な評価
項目を定義。
成果物： 『役割･ﾀｽｸ･ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ』

3

4

56

活用ワークショップの内容
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活用ワークショップの内容

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

① 自社要件定義

② 自社タスク定義

③ 役割概要設定

④
役割・タスク
クロスリファレンスⅠ

⑤
役割・タスク
クロスリファレンスⅡ

⑥ 役割レベル設定

⑦ 現状分析予測

⑧ 現状分析結果

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定
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事前説明会
6月29日（火） １５：００～１７：００／CSAJ

第６期ワークショップ開催日程

活用ワークショップの内容

第６期ワークショップ／全６回（原則３時間３０分／回）

① 7月 7日（金） １４：００～２１：００／幕張

② 7月 8日（土） ０９：００～１２：００／幕張

③ 7月20日（木） １４：００～１７：３０／CSAJ

④ 8月 9日（木） １４：００～１７：３０／CSAJ

⑤ 8月24日（木） １４：００～１７：３０／CSAJ

⑥ 9月14日（木） １４：００～１７：３０／IPA

テイクオフ・ミーティング
10月12日（木） 個別フィードバック（１社１時間）

主催：CSAJ（一般社団法人コンピュータソフトウェア協会）

後援：IPA（独立行政法人 情報処理推進機構）
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活用ワークショップの内容

第６期ワークショップ参加企業（５社）

日本ナレッジ株式会社

サクサ株式会社

オー・エイ・エス株式会社

株式会社シー・シー・ダブル

株式会社テクノブレーン

講師

CSAJ iCD研究会 主査

株式会社インフォテック・サーブ 代表取締役 木田 徳彦

サブ講師・オブザーバー
IPA 人材育成本部 HRDイニシアティブセンター 事業グループリーダー遠藤 修

IPA 人材育成本部 HRDイニシアティブセンター 事業グループ 土田 修

株式会社IPイノベーションズ セールスコンサルティング部 井上 淳

事務局
株式会社インフォテック・サーブ コンサルティング事業部 志村智子

CSAJ 総務課 山田篤子
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タスク
分析

自社タスク
初期設定

育成計画
評価指標
運用計画
ローテーション計画

自社タスク
初版完成

現状把握
データ

投資効果
見直し策
（改善策）

組織機能
検証結果

ＩＴ人材
保有スキル

自社要件定義

経営戦略
事業計画

等

現行業務
プロセス

要求分析 自タスク･

役割定義

評価項目･
判定基準

策定

現状把握/
ギャップ分析

人材育成
計画策定

人材育成
計画実施/
分析/改善

試行と

確定

自社タスク
(評価項目)

タスク・
ディクショナリ

タスク・
ディクショナリ

タスク・
ディクショナリ

活用ワークショップの内容
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■ 投資効果に見合う案件の精選と、システム開発体制の合理化 ■ 案件毎の要件の確実性・合理性精査と、真に必要な案件に絞った対応。

～　2008年度に目指す姿　～ 統合後の追いつき案件への立上げが一巡したことにより、今期からは案件着手時に ・　システム開発依頼に至ったプロセスの確認（大型案件）

おける投資効果の見極めをより厳格に行い、システム開発体制の合理化・適正化を 　～大型案件に関しては、主管部（＝申請部）による全体取り纏め、および、業務戦略その

【世界屈指の総合金融グループの中核証券に相応しい 図る。 　　ものの経営承認に係るエビデンスの確認を実施。不備がある場合は調整を行う。

ＩＴガバナンス体制の確立】 ◆ 新しい施策・業容拡大等に資するシステムインフラ構築(継続) ・　個別案件の投資効果確認の厳格化

リテール業務量増加対応、新エクイティフロントシステムなど、大手証券に伍する証券 　～D票およびD票別紙の記載・申告内容の精緻化を推進し、投資案件の内容と投資効果

・ 業務特性・時代の変化を捉えたITソリューション構築力の強化 会社として相応しいシステムインフラの構築を推進する。 　　について事前に十分把握可能な状態であることを確認の上で見積・開発を行う。

・ 高度の専門性を有する問題解決型人材の育成 ◇ 災害対策の策定と内部統制の確立(継続) 　～ﾘﾘｰｽ後一定期間を過ぎた案件については、当初申請の効果についてトレースを行う。

・ グループ全体のＩＴリソース有効活用 災害対策について、これまでの検討経緯を踏まえ、具体的な立上げの推進を行う。

・ 大手証券としての業容に耐えうるシステム基盤の設計・構築 また、内部統制確立の施策として､SOXの本格実施対応を推進するほか、システムの ◆ 戦略的業務対応

利用権限付与の在り方について検討を行う。 ・　次期エクイティシステム（Fidessa）の構築

□ システム開発・導入に係る管理体制の強化と、業務フローの合理化(継続) 　～Fidessa構築（継続）、アルゴリズムトレーディング対応　等。

ハード/ソフトに関する管理台帳の詳細化等、当社システムの管理体制を整備し、シス ・　仕組債・デリバティブ取引件数の拡大対応

テム投資に関する一連の業務フローについてシステム化等による合理化を行う。 　～エキゾティックデリバティブ関連各システムのインフラ整備とアプリ開発

・　ｱﾅﾘｽﾄﾚﾎﾟｰﾄWEB配信ｼｽﾃﾑ開発推進

● 業容・サービス拡大、業務内容高度化に耐えうるシステムインフラの構築

・ 証券仲介を含む業容拡大政策実行のためのシステム増強 ◎ 人的リソースの全容把握、効率的な配置とコントロール ◆ 業務量増加に伴うリテール系システム増強(継続)

～ リテール系基幹システム増強と一部情報系システムの再構築 システム部員・システム子会社・協力会社等人的なリソースと全体の開発力を把握し、 ・　PEGASUS対応

・ お客様サービス向上に向けた帳票等の抜本的改善 必要に応じて随時フォーメーションの最適化を図る等、機敏なマネジメントが必要。 　～店番4桁化の対応および仲介口座の一括扱店変更の実施。

～ 取引残高報告書の見直等のお客様満足度向上施策の実施 ○ 適正投資規模の把握と効率的な資本投下 　～新基盤および業務アプリケーションの稼動確認。

・ トレーディング力、ソリューション力の強化と質の高いサービスの提供 システム投資・開発規模に係る当社の適正規模を策定し、限られた資源を効率的に ・　新営業支援システム（現eSM）再構築

～ エクイティ発注系再構築、デリバティブ系システムの増強等 投下すべく、適切な案件の選定や開発プロセスの合理化を行わなければならない。 　～基本設計完了を受け、詳細設計・単体開発の実施及び機器導入と基盤構築。

・　リテールフロントシステム（法人債券約定・在庫管理・為替システム再構築）対応

　～概要設計完了を受け、基本設計、基盤方式設計を実施。

● 事務システム体制とオペレーションの高度化・効率化 ■ 案件毎の要件の確実性・合理性精査と、真に必要な案件に絞った対応。 ・　リテール周辺、チェネル系システム対応

・ 営業店事務の効率化 一定額を超える案件については、主管部署による全体調整（政策検討会の実施等）を 　～業務量増加に向けた性能対策および機能拡張の実施

～ 営業店事務の標準化・集中化による事務品質の向上推進 促し、無駄・手戻りの無いシステム投資の実行を行う。また、それ以外の個々の案件

・ コストの適正化とクオリティの向上 についても、内容や規模に応じてそれぞれに見合った投資効果の判定を行い、開発体 ◆ お客様サービス向上施策の実施と制度変更への着実な対応(継続)

～ 調達運営に係るトータルコストの削減とクオリティの向上 制のコントロールも合わせて効率化・合理化を図る。 ・　お客様サービス向上施策の実施

・ 適正な資本配分のため、効果的なシステム投資の実施 ◆ 戦略的業務対応 　～前期に引き続き取引残高報告書再構築実施、三菱東京UFJ銀行ﾘｱﾙﾀｲﾑ口座振替ｻｰ

～ 投資判断の際の投資対効果の検証と、事後のフォロー体制およびスキーム 引き続きグローバルな視点も見据えた次期エクイティシステムの構築推進と、デリバ 　　ﾋﾞｽ開発推進　等

の確立 系各システムの増強を行う。 ・　制度変更対応

◆ 業務量増加に伴うリテール系システム増強(継続) 　～金融商取法、株券電子化制度、上場投信の振替制度対応　等

前期より本格対応フェーズ入りした業務量増加対応につき、今期は開発の佳境に入

● 高度なリスク管理・内部統制の実現 るため、計画に齟齬を来たさないよう、着実に開発の推進を行う。 ◆ 業務効率化施策と老朽化対策などのインフラ整備の実施

・ SOX404条対応 ◆ お客様サービス向上施策の実施と制度変更への着実な対応(継続) ・　営業店系施策

～ IT全般に関する内部統制を文書化・実行し、評価を行う。 引き続きお客様向け帳票の刷新等、新サービス追加に向けて基幹系システムへの改 　～郵送管理システム構築、豊洲センターのインフラ整備、店舗統廃合対応　等

・ 情報セキュリティにおけるより一層の管理強化 修について設計・開発を行う。また、金融商取法をはじめとする制度変更について、着 ・　本社系施策

～ 監視機能を強化し、違反の牽制・抑止と事後のトレース可能な体系の構築 実な対応を行う。 　～新人事ｼｽﾃﾑ導入、仕組債管理DBと銘柄管理ｼｽﾃﾑの連携、外貨・外証関連システム

・ 災害時対応に配慮した効率的な運用体制の確立 ◆ 業務効率化施策と老朽化対策などのインフラ整備の実施 　　(Herios)リリース　等

～ バックアップサイト機能の拡充の検討を行う。 投資効果の大きい業務効率化施策を厳選して実施するとともに、保守・サポート切れ

等によるシステム停止リスクが大きいシステムについて更改を行う。 ◇ BCP実行計画の策定とその他内部統制施策の実施(継続)

◇ BCP実行計画の策定とその他内部統制施策の実施(継続) ・　BCPへの対応

● 専門性を持つ問題解決型人材の育成と、ベンダリソースも含めた適正配分 災害対策については、BCPの実行計画の策定と推進体制の構築を行う。また、内部 　～フロント業務用バックアップサイト構築について、実行計画の策定を行う。

・ ＩＴソリューション構築のプロフェッショナルの育成 統制については、SOXの本格実施に備え、統制の高度化を継続的に推進するとともに、 ・　SOX４０４条対応

～ 自らが業務に踏み込み、システム化における最適解を導くことができる人材 各システムへの利用権限付与に係るルールの整備を行う。 　～自己点検シートの構成見直し及び新規開発案件への対応（自己点検シートへの反映、

の育成と体制の構築 ◎ システム部門の体制とリソースの最適化(継続) 　　UAT(ベースラインテスト)の実施）を推進。

組織の方向性を踏まえ、当部に今後必要とされる人材の育成計画を策定するとともに、 ・　システム利用権限付与ルールの整備

MUSISとの一体運営等も含め人員の効率的な配置を行う。 　～各システムの利用権限の主管部署をさだめ、利用権限付与のルールをシステム毎に

○ システム投資関連業務の高度化と管理強化（Ph.2） 　　順次整備していく。

前期より構築に入ったシステム投資に係る一連の業務フロー（案件申請～見積り・

開発～投資・経費予実管理～付替え）の管理を可能にするシステムについて、継続 ◎ システム部門の体制とリソースの最適化(継続)

して推進を行う。また、保有資産の管理強化のために管理台帳を整備するほか、営業 ・まずは、当社システム開発におけるMUSISの位置付け・役割をより明確化し、MUSISとの

情報コストについて更なる削減を行うため、個人レベルでの情報コスト開示を実施し、 　システム開発の一体化・協働化の是非も含め、人的リソースの配分を検討。

営業情報コストに対する意識向上を図る。

○ システム投資関連業務の高度化と管理強化（Ph.2）

・「アルテミスPh.2～ワークフロー編」の運用開始と、Ph.3「予実績管理システム」構築

・システム管理台帳の維持管理について、業務フローの整備と体制の構築。

・MDMツール（営業情報費コスト管理パッケージ）の導入による個人別営業情報コスト管理

　の運用を開始。

2007年度上期施策 （システム部）

中期的な目標

克服すべき課題

事業環境分析

施策展開の具体的な方法2007年度上期の目標設定

具体的な施策

＜＜ここは変更なし＞＞

＜＜ここも変更なし＞＞

OUTPUT

経営戦略
事業計画

自社要件
定義

INPUT

成果物①

経営戦略、事業戦略、および経営層
からのヒアリングなどをもとに、企業
の方向性やビジネスドメイン、取り組
むべき課題を明らかにし、組織や人
材に関する要件をまとめる。

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ

分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

自社要件定義

活用ワークショップの内容／要求分析

20



OUTPUTINPUT

タスクの変更

タスクの追加

自社要件
定義

組織機能
検証結果

現行組織とタスクモデルの
対応付けを行い、充足度や
過不足を検証する。

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

タスク・
ディクショナリ

タスク・
プロフィール

タスク一覧

活用ワークショップの内容／タスク定義（１）
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要求モデル、現行の業務プロセス、組織
図、業務分掌規程、および組織機能検証
結果や組織責任者からのヒアリングなど
をもとに、自社タスクを明らかにする。

OUTPUTINPUT

組織機能
検証結果

現行業務プロセス

自社タスク
初期設定

成果物②

タスク・
ディクショナリ

タスク一覧

自社タスク定義

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

活用ワークショップの内容／タスク定義（２）
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INPUT OUTPUT

成果物③

役割ごとに担うタスクを紐づ
け、責任範囲を明確にする。

自社役割
定義

役割・タスク クロスリファレンスⅠ

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

自社タスク
初期設定

タスク・
ディクショナリ

タスク・
プロフィール

タスク一覧

活用ワークショップの内容／タスクと役割定義
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INPUT OUTPUT

成果物⑤

自社役割定義の概要を明記したもの
を作成する。

現場の方々や経営層に説明する際に
必要となる。

役割概要設定

要求分析 タスク
分析

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

役割概要
設定

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定
評価項目・
判定基準策定

自タスク・
役割定義

役割タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅠ

活用ワークショップの内容／役割定義（１）
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INPUT OUTPUT

成果物④

要求モデル、自社タスク初期設定、組
織機能検証の結果などをもとに、自社
タスクを実現するための役割を策定す
る。

キャリアパスを設定する枠組みにも利
用できる。

役割レベル
設定

役割レベル設定

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

役割タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅠ

評価項目・
判定基準策定
評価項目・
判定基準策定

自タスク・
役割定義

活用ワークショップの内容／役割定義（２）
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INPUT OUTPUT

役割とタスクのマッピングをもとに、タ
スクごとの評価項目をまとめ、役割単
位のタスクの詳細を明らかにする。

成果物⑥

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

役割・タスク クロスリファレンスⅡ

役割タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅠ

タスク・
ディクショナリ

タスク一覧

自社タスク
初版完成

活用ワークショップの内容／タスク評価項目と役割定義
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要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

タスクA

タスクB

タスクC

評価項目a1

評価項目a2

評価項目a3

評価項目b1

評価項目b2

評価項目b3

評価項目b5
評価項目b4

評価項目c1

評価項目c2

タスクD
評価項目d1

評価項目d2
評価項目d3

役
割
Ⅰ 役

割
Ⅱ

役
割
Ⅲ

①評価項目診断

＜回答基準例＞
L0：経験も知識もない
L1：経験はないが知識はある
L2：他者の指導の下で実施できる
L3：独力で実施できる
L4：他者を指導できる

②タスク実行能力判定

評価項目診断結果から自動判定(平均)
Lv0：経験も知識もない
Lv1：経験はないが知識はある
Lv2：他者の指導の下で実施できる
Lv3：独力で実施できる
Lv4：他者を指導できる

③役割レベル判定

評価項目診断結果から自動判定
ただし、タスク小分類に対して、重み付け可能。
役割名称やレベルについては各社の定義による。

活用ワークショップの内容／タスク評価項目と役割定義
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要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13
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Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
マ
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ジ

ャ
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Ｉ
Ｔ
ス
タ

ッ
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ナ
ー

プロフェッショナル

全社的な業務、関連部門が複数に渡る複雑な業務、高い確実性を
求められる業務を主体となって推進するレベル。

エキスパート

実績に裏打ちされた独自の専門スキルを活かし、担当業務をリード
するレベル。発見された業務上の課題解決を最適な解決策をもっ
てリードするレベル。

シニア

専門スキルを活かし、担当業務を主要スタッフとして独自でするレベ
ル。独力で業務上の課題を発見し、自らのスキルを活かして解決を
するレベル。

ミドル

限定的、部分的なタスクを独力で遂行するレベル。上位レベルの指
導下で、業務上の課題発見と解決をするレベル。

アシスタント

基本的な業務については一部を上位レベル者のサポートを受けな
がら実施できるレベル。

エントリー

上位レベル者のサポートを受けながら限定された役割を遂行するレ
ベル。

Ｏさん

Jさん

Ｎさん

Ⅵ

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ

Ｄさん

Ｍさん

ＨさんＤさん

ＧさんＥさん

Ａさん Ｆさん

Ｉさん

Ｈさん

Ｂさん

Ｃさん

Iさん

Ｊさん

Ｆさん

Ｌさん

Ｈさん

Ｋさん

①パイロット・レコーダー選定 ②パイロット・レコーディング

※誰がどの人材像・レベルに該当するのか記入してく
ださい。レコーディングを実施する社員の情報はイニ
シャルでもかまいません。
※下記、Hさんのように１人の社員を複数の人材像・レ
ベルに想定してもかまいません。

※パイロット・レコーディングを実施。
※あわせて、アンケートを実施。

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル

を
利
用

③チューニング

※イメージに合うよう、重み付け
等を調整

成果物⑦

活用ワークショップの内容／パイロット・レコーディング
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要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準策定

試行と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施
/評価/改善

・現状分析の結果を基に、レベル感の調整などの最終確認を実施し、最終版を作成します。

成果物⑧

活用ワークショップの内容／診断結果見直し（２）
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参加企業による
iCD活用ワークショップ評価及び感想

＜パネリスト＞
日本ナレッジ株式会社
サクサ株式会社
オー・エイ・エス株式会社
株式会社シー・シー・ダブル
株式会社テクノブレーン
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住所 東京都台東区寿3-19-5 Jsビル9F

設立 1986/11

資本金 71,000千円

従業員数 210名

業務内容
業務系アプリケーションソフトの開発を目的として設立、鋼材業向けのパッケージソフトを柱に素材関係業種

の業務系アプリケーションソフトのシステム開発を行う。また映像処理技術を使った開発にも従事

日本ナレッジ株式会社
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iCDワークショップに参加した感想

日本ナレッジ株式会社

・当社は、部署、スキルによってのタスク整理を行おうと思っていたので大変良いタ
イミングでした。

・ｉＣＤは我々が行っている業務（タスク）をブレークダウンした時、必要なタスクが抜
けていないか、自分のタスクは何かの確認、認知に使えると思いますので、タスク
整理に非常に役立つと思いました。

・個人にとっては、自分に必要なタスク、スキルが分かり、自分のキャリアパスも見
えてくると思いました。

・会社にとっては、業務全体のプロセスを見える化を行うことにより、リソースの過不
足、将来の重点対応ポイントも分かりやすくなると思います（人材育成や採用）。 今
後は、ｉＣＤのスキームを活かし、また検証業務のタスクを追記していくことで個人ス
キルを上げていきたいと思います。

今後参加する企業へのアドバイス

・弊社の場合は兼務が多いため部署ごとのタスク整理が出来ていませんでした。

・業務全体のプロセスの見える化を行い、リソースの過不足、将来の重点対応ポイ
ントが分かりやすくなると思います。
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サクサ株式会社

住所 東京都港区白金1-17-3 NBFプラチナタワー

設立 2004年4月1日

資本金 107億円（2017年3月31日現在）

従業員数 426名（2017年3月31日現在）

業務内容 情報通信システムの機器および部品の開発、製造および販売
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サクサ株式会社

・全６回のワークショップにて、具体的な作業を通してiCDの実施方法を体験でき、よ
く理解することができた。

・2014年にサポートセンタ／SE部のスキル向上を目的として、共通キャリア・スキル
フレームワークをベースとして独自に評価項目（チェックリスト）を作成し、運用してき
た。なにもないところから項目を作成することに比べて、一通りの項目が準備されて
いるため、評価項目の取捨選択と一部追加でパイロット評価まで実施することがで
きた。また、iCD活用システムにて集計や教育アイテムの確認まででき、導入にかか
る手間がかなり省かれた。

今後参加する企業へのアドバイス

iCDワークショップに参加した感想

・自社のタスクを洗い出すことや役割を洗い出すことは、大きな労力を必要とします
が、かけた労力に報いる結果・発見があります。

・会社のトップを巻き込むと作業がやりやすくなります。都度状況の報告をして、味
方になってもらいましょう。
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オー・エイ・エス株式会社

住所 東京都千代田区神田淡路町二丁目105番地 ワテラスアネックス6F

設立 １９７４年（昭和４９年）５月１４日

資本金 1億円

従業員数 ２２０名（２０１７年１０月１日現在）

業務内容

ソフトウェア開発

ソフトウェア・パッケージの企画・開発・販売（コールセンター向けCRMシステム、CTIシステム、クラウドサービス）

Webシステムの開発･企画・構築・運営

システムインテグレーション

マルチメディアコンテンツの企画・制作
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iCDワークショップに参加した感想

オー・エイ・エス株式会社

・第二回目参加ということで現場社員の方にも協力を得て実施ができました。これから現場への
導入・運用に移りますが、来年には実施できるよう、引き続き、取り組んでいきたいと思います。

・内容理解が乏しい状態での参加でしたが、回を重ねるごとにその理解も進み、最終的にはどの
ように活用していけばいいのかといったところまで考えられるようになりました。WSで見せていた
だいたヒートマップは、今後自社でも進めていこうと思いました。

・個人のスキルアップにも充分使えることがわかり、このiCDを使ってメンバー面談の際にこのよう
に活用してほしいといった管理職に対する教育も将来は考えていきたいと考えています。参加さ
せていただき、ありがとうございました。

今後参加する企業へのアドバイス

・弊社の場合は、ワークショップ参加メンバーに経営メンバーがいたため、最初の要件定義、タ
スク定義、役割レベル設定等はスムーズに進めることができました。それでも役割・タスクのク
ロスリファレンスとなると現場の意見が必要になり、急遽メンバーを追加してワークショップに臨
みました。

業務の都合もあり、難しいことですが、経営者・現場作業者・管理者・事務局といった推進チー
ムを編成してワークショップに参加した方が、各人の理解も深まり、より効率的に進められ、そ
の後の展開もスムーズに進められると思います。
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株式会社シー・シー・ダブル

住所 東京都新宿区西新宿2‐7‐1 小田急第一生命ビル14F

業務内容

・テクニカルサポート＆サービス

・IT構築（システム/インフラ/ネットワーク&セキュリティ）

・コンタクトセンター

・高度テスト/検証

・システム開発

・データセンター

・ITO/BPO/KPO

・運用/保守・アウトソース

・地域＆ファミリーサービス

・通販事業 【 ぐーもも倶楽部 】

・一般労働者派遣事業 ／ 有料職業紹介事業

設立 1978年11月29日

資本金 10,000千円

従業員数 150名
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iCDワークショップに参加した感想

・従業員を評価する立場の他社の方々との交流は大変勉強になりました。

・それぞれに人材育成には苦労されている事が感じられ、業界全体の課題である
事も認識できました。

・講師の説明は分かりやすく、ステップを踏みながらiCDの活用フレームを理解する
事が出来ました。ただ、各回の時間が限られているので、作業時間の割合を多めに
とっていただくとありがたかったです。発表のポイントを事前に告知いただく事で、各
社の発表時間が短縮できるかもしれません。

今後参加する企業へのアドバイス

・自社だけでは得られない、体制や考え方に触れられる良い機会です。作業は大
変ですが、参加企業からヒントを得つつ進めていくとよいと思います。

・経営層、管理職、現場担当者と役割の異なるメンバーでチームを結成する事をお
勧めします。

株式会社シー・シー・ダブル
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住所 神奈川県横浜市中区長者町５－８５ 三共横浜ビル

設立 １９９３年１月５日

資本金 20,000千円

従業員数 60名

業務内容
業務システム開発や組込ソフトウェア開発を中心に自社製品開発、

顧客への技術提供

株式会社テクノブレーン
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iCDワークショップに参加した感想

・タスク基準観点でのクロスリファレンス表作成を通して、役割別のタスク配分と重み
づけに関するiCDの考え方及び活用方法に関する理解が深まり、現状自社において
直面している課題の整理方法について方向性が見え た。

・人事評価との連動をどう実現するか具体的な方策は見えていないが今後経年活用
することにより何らかの連動性を見出せるのではないかとの期待感を持っている。

株式会社テクノブレーン

今後参加する企業へのアドバイス

・参加者には相応の負荷あり。またワークショップをスムーズに進めるために自社
内協力体制（含む経営層）確保は必須。

・参加にあたって継続的に取り組む方向性（方針）を前提とした方が得。
（各種分析やロジックツリーの結果を活かす）
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iCDの最新情報と
今後の活動について

・iCD活用認証制度

・iCDコミュニティ
・第７期ワークショップ参加企業募集
・ｉＣＤ協会の設立 等
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iCD活用企業認証の概要

認証レベルのイメージ

iCDブルー（BC）

iCDゴールド（GC）

★

★★★

iCDゴールド（GC）

★★

iCDゴールド（GC）

iCDシルバー（SC）

iCDシルバー（SC）

＋（Plus）

活用宣言

具体的な
活用の開始

先進的な
取り組み

具体的な成果

経営改善

ビジネス貢献

iCDブルーについては「エントリ・シート」で、iCDシルバー
以上については「iCD活用カルテ」を用いてレベルを認証。

ｉＣＤ活用認証制度（１）
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iCD Gold
★★★

0社

iCD Gold
★★
3社

iCD Gold★
20社

iCD Silver Plus
24社

iCD Silver
41社

iCD Bule
972社

（２０１７年１２月１５日現在）

1.060社認証

ｉＣＤ活用認証制度（２）
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ｉＣＤコミュニティ

iCD活用ワークショップ参加企業による情報交換会
（CSAJ：19社＋KIA：４社＋AiA６社＋SAA３社）

平成29年度：２か月に１回のペースで開催
企画担当（副主査）
・株式会社オープンストリーム 村田哲也
・ジャパンシステム株式会社 猪瀬浩之

日 程
第１回：2017年 7月 5日（水）15:00～17:00

／iCD最新情報，iCD活用システムの利用状況 等
第２回：2017年 8月28日（月）15:00～17:00

／IPAセミナー参加報告，iCD活用システム改善要望 等
第３回：2017年10月18日（水）15:00～17:00

／iCD認証Gold☆取得企業事例紹介(1)
・株式会社オープンストリーム ・創研情報株式会社

第４回：2017年12月 6日（水）15:00～17:00
／iCD認証Gold☆取得企業事例紹介(2)
・株式会社アイピーエル ・日本システム開発株式会社

第５回：2018年 3月19日（月）15:00～17:30
／第６期iCD活用ワークショップ実施報告会

44



【開催日程】

第７期ワークショップ／全６回（原則３時間３０分／回）

① ７月 ６日（金） １４：００～２０：００／京王永山

② ７月 ７日（土） ０９：００～１２：００／京王永山

③ ７月２０日（金） １４：００～１７：３０／ＣＳＡＪ

④ ８月 ９日（木） １４：００～１７：３０／ＣＳＡＪ

⑤ ８月３１日（金） １４：００～１７：３０／ＣＳＡＪ

⑥ ９月２１日（金） １４：００～１７：３０／ＣＳＡＪ

テイクオフ・ミーティング
１０月２６日（金） 個別フィードバック（１社１時間）／CSAJ

事前説明会
６月２９日（金） １５：００～１７：００／CSAJ

第７期ｉＣＤ活用ワークショップ

45



【募集要項】

・企業数：３社～５社

・条 件：最後まで参加すること

報告書を作成すること

・費 用：会 員 ３００，０００円／社（＋消費税）

非会員 ４５０，０００円／社（＋消費税）

ワークショップ参加後に「iCD活用カルテ」を作成、提出すると、Silver認証

※第１，２回は合宿形式で行います。合宿費用は５人分まで費用に含まれます。

第７期ｉＣＤ活用ワークショップ
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一般社団法人iCD協会
協会案内

iCD Association
Associational Profile
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i コンピテンシ ディクショナリが企業を元気にする！iCDの力で企業を、人を元気にする

事業ビジョン

iCDAでは、iCDを中心とした3つの事業ビジョンを策定し、協会や地域の垣根を超えた活動を⾏います。
すでに活用しているiCDユーザー企業に対し、iCD最新動向やユーザー企業同士の情報交換を実施し、ビジネ
スマッチングや⼈材交流を図り、iCDユーザ企業の発展を支援してまいります。
また、カンファレンスや説明会等により国内でのiCD認知度の向上を図るとともに、iCD活用ワークショップ等の実
活用の機会を提供して幅広いiCDのファン作りを⾏います。
さらに、学校関係および教育ベンダー企業等と協⼒し、カリキュラムや研修⼿法を研究する場を設け、 iCDを活
用した⼈材育成施策を実⾏する体制を確⽴してまいります。
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